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１．はじめに
　「ユーザーサイドシステム論」としてのこ
れまでの筆者拙論が、システムアドミニスト
レータ国家試験の合格を目指した筆者担当科
目「システム論」及び「システム演習」を具
体的対象学科目としてその基本的よりどころ
を論じてきたことに間違いはない。そして、
国家試験の変化即ち「システムアドミニスト
レータ試験」から「ＩＴパスポート試験」に
変わったためにその役目が終わったかに見え
た。しかし、実は「ＩＴパスポート試験」は
システムアドミニストレータ国家試験の内容
からすると時代的進化はするものの内容とし
ては同様のものと考えてよいものということ
が開始２年たった今わかってきた。わかって
きたというより、その形で試験内容が定着化
してきた。経済産業省認定情報処理技術者試
験の新制度試験開始となった平成 21 年度の
「ＩＴパスポート試験」第一回に２名の学生
が合格した。この時は、本学はまだ経営情報
科としてであったが、23 年度は総合キャリ
ア教育学科のカリキュラムとして作られた
「ＩＴパスポートユニット」をメインユニッ
トとしてとってくれ、筆者の担任の下で、そ
のユニット科目「システム論」及び「システ
ム演習」を履修した３名のうち２名が 10 月
の試験で合格した。またこの時、合格しなかっ
た他の１名も 100 問のうちあと４問正解で合
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格であった。この時の学生が受けてくれた授
業は、ほぼシステムアドミニストレータ試験
対策の内容をＩＴパスポート試験用にアレン
ジし直したものであった。即ち、ＩＴパスポー
ト試験は一般的ＩＣＴの利活用推進者の力を
認定するものと考えられるのだ。したがって
「システム論」及び「システム演習」は、総
合キャリア教育学科のカリキュラムとして作
られた「ＩＴパスポートユニット」の中に、
ＩＴパスポート国家試験教育講座として、シ
ステムアドミニストレータ国家試験教育講座
から、言わばバトンタッチされたということ
になる。したがってそのよりどころとしての
「ユーザーサイドシステム論」も同様にバト
ンタッチされたと考える。
 国家試験の形式・方法としては、具体的に
は午後の長文がなくなった分、難解さという
点では優しくなったように見えるが、午前の
問題が 100 問とシステムアドミニストレータ
試験より 20 問多くなったほか、２時間 30 分
の試験時間が２時間 45 分に伸びたことなど
負担は大きくなっており、更に中問という形
で複合問題が課されるなどシステムアドミニ
ストレータ試験午後の問題の幾分かを残した
形となっていて、それほど簡単になったとは
言えない。即ち、形式的な変化はあるものの
内容の豊富さにおいてはシステムアドミニス
トレータの時と変わりない。そこで、システ
ムアドミニストレータの時代に構築した、授
業の方法論 1）はほぼ同様に利用可能である。
したがって「システム論」「システム演習」
の方法論はシステムアドミニストレータ時代
からの方法が定着化したと考えてよい。
　さて、このように筆者が対応してきた国家
試験への教育対応は、筆者の他の情報系担当
科目へも応用ができ、前回拙論 2）から２年
を経た今、実際実施し定着化しつつある。
　さて、このように記述していくと「システ
ム論」「システム演習」は、経済産業省認定
の情報処理技術者試験に対応するものである
以外のものではないことがごく自然に理解さ
れ、疑問の余地はないようである。しかし、
次に説明するように、筆者が学科目として現
在教壇で授業を行っているこの「システム論」
は実は大変狭い意味でのものであり、筆者は
この狭い「システム論」からちょっと抜け出
てみようと目論んでいる。そこで、まずは「狭
いこと」の説明から始めたい。即ち、狭義の
「システム論」から広義の「システム論」へ
ちょっと抜け出したいために、その足場であ
る「狭義のシステム論」をまず定義しておき、
それが確立され定着化していることを、現在
応用に言及することで示しておく。
２．「狭義」のシステム論とは
「システム論」と命名された筆者担当の講
座はシステムアドミニストレータ国家試験の
「システム」をとって名付けたもので、初め
からその国家試験の合格を目的にした講座で
あった。合格のためにはどのくらいの時間を
充てるべきか、演習にどれだけの時間を費や
すべきか、他のどんな講座がこの合格に寄与
するか、といったようなことを積み上げて
いって、その対策講座ともいうべきものとし
てこしらえてきた講座であった 3）。筆者がそ
の育成に携わってきたシステムアドミニスト
レータ対応は平成 20 年度秋期の試験に２年
生が一人合格したのを最後に終了することと
なったが、前述の通り国家試験対応としては
ＩＴパスポート国家試験に対応するものとし
て移行することとなった。たまたま、佐野短
期大学キャリア教育学科への移行と重なり、
そのカリキュラム上のまとまりであるユニッ
トとして、ＩＴパスポートユニットが設定さ
れ、その中の科目として「システム論」、「シ
ステム演習」が組み込まれた。さて、狭義と
いうのはその国家試験対応が情報システムを
中心とした業務のシステム化を大なり小なり
扱ったもので、生命のシステムから宇宙の壮
大なシステムまで、またはマクロの経済シス
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テムからミクロの物理システムまで、あるい
は心理も伴った社会システムから国際的政治
関係のシステムまで、更には自己から他者の
関係システム、とりわけ頭脳を中心とした神
経システムと自己を破壊する他者を敵と認識
する免疫システムとの関係等に至る広義のシ
ステムを考えると大変狭い範囲だということ
である。このような様々なシステムを学ぶわ
けではないため、狭義のシステム論で充分で
あることから、これを「狭義」と称した。し
たがって、この狭義のシステム論はビジネ
ス対応とそのビジネス社会の時代を担う一
般 生 活 者 対 応 に Ｉ Ｃ Ｔ（ Information 
Communication Technology）と業務関連知識
及びその連関を学ぶ科目としての「システム
論」のことである。「システム演習」はその
問題演習である。もっと端的に言えば、その
狭義の「システム論」とはＩＴパスポート国
家試験合格が目的の基本講座であり、「シス
テム演習」はその合格に向けた問題の演習で
あり、過去問等を解き、その解説をする演習
のための授業である。したがって、その言わ
ば「狭さ」を示すために、その国家試験ＩＴ
パスポートの内容概説を、試験センター
（Jitec）が公表している試験要項を抜粋して
記載しておく。
　
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ＩＴパスポート試験
（IP:  Information Technology Passport 
Examination）
対象者像
職業人が共通に備えておくべき情報技術
に関する基礎的な知識を持ち、情報技術
に携わる業務に就くか、担当業務に対し
て情報技術を活用していこうとする者。
業務と役割
職業人として、備えておくべき、情報技
術に関する共通的な基礎知識を習得した
者であり、担当する業務に対して情報技
術を活用し、次の活動を行う。
①利用する情報機器及びシステムを把握
し活用する。
②担当業務を理解し、その業務における
問題の把握及び必要な解決を図る。
③安全に情報の収集や活用を行う。
④上位者の指導の下、業務の分析やシス
テム化の支援を行う。
期待する技術水準
職業人として、情報機器及びシステムの
把握や、担当業務の遂行及びシステム化
を推進するために、次の基礎的な知識が
要求される。
①利用する情報機器及びシステムを把握
するために、コンピュータシステムや
ネットワークに関する知識を持ち、オ
フィスツールを活用できる。
②担当業務を理解するために、企業活動
や関連業務の知識を持つ。また、担当
業務の問題把握及び必要な解決を図る
ために、システム的な考え方や論理的
な思考力をもち、かつ、問題分析及び
問題解決手法に関する知識をもつ。
③安全に情報を活用するために、関連法
規や情報セキュリティに関する各種規
定に従って活動できる。
④業務の分析や、システム化の支援を行
うために、情報システムの開発及び運
用に関する知識をもつ。
レベル対応
共通キャリア・スキルフレームワークの
５人材像（ストラテジスト、システムアー
キテクト、サービスマネージャ、プロジェ
クトマネージャ、テクニカルスペシャリ
スト）のレベル１に相当
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 以上が経済産業省認定の情報処理技術者
国家試験ＩＴパスポートの試験要項部分を抜
粋したものであるが、筆者の担当授業科目の
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「システム論」のシラバス内容は、ほぼこれ
を満足し、合格に向けて最低限の基本を盛り
込んだ内容としている。したがって特にここ
に記述はしなくても同様のものと理解してい
ただけるものと思われる。
さて、ちょっと断っておかなくてはならな
いことは「狭義」は狭くて悪いなどというこ
とではなく、後から論ずる「広義の」システ
ム論と比べてある一定の範囲にとどまってい
るといったことである。「広義の」システム
論の包含する一部であるということである。
筆者としてはこの担当科目を精一杯教授し、
受講者に対し国家試験に合格するよう頑張っ
ており、対応該当科目として定着化している。
３．「狭義」のシステム論教育法の応用
前述した「狭義」のシステム論の教育方法
論としてＡ３の用紙を利用した知識体系の整
理とその俯瞰について前回論文 2）で報告し
たやり方はこの２年間で筆者が新たに担当す
ることとなった「データベース論」「ネット
ワーク組織論」でも活用してみたが、これも
学生の理解には大変役に立ったようで、ここ
にその２科目への応用を報告させていただこ
うと思う。まずはデータベース論から。
（1）データベース論知識体系と教育法
　データベース論はＩＴパスポート用の
知識体系にすべて包含されるものでは
なく、例えばＳＱＬ（Structured Query 
Language）即ちデータベース用言語のコ
マンド体系（DDL DML DCL）などはＩ
Ｔパスポート国家試験のためには必ずし
も、詳細なレベルまで学ぶ必要はない。
しかし、一般的にユーザーサイドであっ
ても例えばデータベースの構築を依頼す
るような場合、やはり、こんなものだと
いうところは理解してもらいたいところ
である。では体系の項目概要を記述して
おく。
①ソフトウェア体系
データベースにつながるソフトウェア体
系と機器類及びネットワークとの関係
②業務と情報の基本形
業務のシステム化、業務フロー、情報の
実態分析、情報のデジタル表現
③データベースの設計
設計理論、３スキーマ構造、Ｅ - Ｒ図、
正規化体系、基本表
④データ構造と量的問題
各分類情報のデジタル表現とそのデー
タ量、基本表間構造、カーディナリティ、
全体情報量の計算
⑤正規化の手順
第１正規化、第２正規化、第３正規化
第４正規化
⑥実表把握とＳＱＬ
データベース言語ＳＱＬ、ＤＤＬ、Ｄ
МＬ、ＤＣＬ
⑦データベース操作
ＳＥＬＥＣＴコマンドによる選択・射影・
結合の実例
⑧データベースマネジメントシステム
その役割（主たる６項目）、トランザク
ション、同時実行制御、排他処理、デッ
ドロック
⑨障害処理
コミット、ロールバック、ロールフォワー
ド、ディスク障害対策、ＲＡＩＤ
⑩障害回復の手順
データベースの更新、チェックポイント、
ログファイル、アーカイブ
⑪データの一貫性
トランザクションのＡＣＩＤ属性、一層
コミットメント、プレコミットメント、
多層コミットメント
⑫戦略的データベース構築
データウェアハウス、データ間イニング、
データマート、ＯＬＡＰ
⑬データベース運用管理
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システムの運用管理者、機密保護、アク
セス権限のコントロール
⑭データベース配置問題
集中型、分散型、水平型、垂直型、統合
データベース利用促進の仕組み
⑮データベースの未来
筆者の教育応用は、このデータベース論知
識体系を、ほぼ毎週の各１時限終了間際１５
分程度で「知識体系図作成のための二次元表」
（Ａ３用紙）の平面の一部に授業で得た知識
の象徴である一部を指定して記述させていく
ことでまとめ上げていくことである。どんな
風に記述するかは学生個人に任せているの
で、そのＡ３用紙の二次元表の名前は「デー
タベース論抜粋メモ」である。その平面内枠
取りと枠内各部分の項目については図１とそ
の項目説明として掲載しておく。これによっ
て受講生は自らデータベース論の基本知識の
マスター状況を二次元表の中に見出せるもの
である。即ち、その時限に学習した学生がそ
の学習の象徴的内容を枠の中に入るようにま
とめ、後でこれを見たときに直ぐその内容全
体が思い出せるようになるものである。筆者
のデータベース論知識体系教育対応が学生に
しっかりと浸透したかは、その学生の二次元
表の内容充実度である程度判定できるもので
あり、期末の試験では、これがしっかりとま
とめられているかで成績が決まってくるよう
である。もしも学習が不鮮明に終わると、そ
の学生はその部分のまとめがしっかりとは充
当できないので理解ができていないと判明す
る。全く内容の違ったことを枠内に充当した
学生に対しては、筆者がそれを確認した時点
で、その部分の枠を白紙で張り付けてしまい、
次回に修正を促している。１００人ほどの受
講生のうち、３回に一回ぐらいは２～３人の
受講生がこの憂き目に合っている。
　
① ＤＢアクセスまでのソフトウェア体系
② デジタル表現・文字コード
③ 音声・画像・映像（動画）のデジタル化
④ Ｅ－Ｒモデルとスキーマ
⑤ 正規化（第１、第２、第３、第４）
⑥ 表間のつながりとカーディナリティ
⑦ ＤＢＭＳの役割
⑧ 障害処理
⑨ データウェアハウスとデータマイニング
この二次元の構成の９つの各枠取りは①か
ら⑨まで授業の順番となっている。授業の中
の象徴的な部分が記述されることとなる。し
たがって必ずしも前述のデータベース論の知
識体系項目通りの項目名にはなっていない。
受講生はこのような構造の図を作ることに
よって、学びのまとめが個々の要素ごとにし
まわれるのではなく、有機的に関連した知識
として頭の中にしまわれることになり、学生
には全体を俯瞰することで直感的に理解しや
すい形になる。書物の目次でページを手繰っ
ていく形とは異なる知識保存である。筆者の
この方法に対し、授業中の頷き動作が結構見
られたことは、受講生が興味を持ってやりと
りができていたことになると思われる。また
図で枠内を充当してもよいわけで、受講生の
知識体系が絵となって頭に存在するというこ
とになる。受講生が整理した知識体系図の事
例１名分を図２として揚げておく。
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タ ベ ー ス 論 知 識 体 系 教 育 対 応 が 学 生 に し っ か
り と 浸 透 し た か は 、 そ の 学 生 の 二 次 元 表 の 内
容 充 実 度 で あ る 程 度 判 定 で き る も の で あ り 、
期 末 の 試 験 で は 、 こ れ が し っ か り と ま と め ら
れ て い る か で 成 績 が 決 ま っ て く る よ う で あ る 。
も し も 学 習 が 不 鮮 明 に 終 わ る と 、 そ の 学 生 は
そ の 部 分 の ま と め が し っ か り と は 充 当 で き な
い の で 理 解 が で き て い な い と 判 明 す る 。 全 く
内 容 の 違 っ た こ と を 枠 内 に 充 当 し た 学 生 に 対
し て は 、 筆 者 が そ れ を 確 認 し た 時 点 で 、 そ の
部 分 の 枠 を 白 紙 で 張 り 付 け て し ま い 、 次 回 に
修 正 を 促 し て い る 。 １ ０ ０ 人 ほ ど の 受 講 生 の
う ち 、 ３ 回 に 一 回 ぐ ら い は ２ ～ ３ 人 の 受 講 生
が こ の 憂 き 目 に 合 っ て い る 。  
 
デ ー タ ベ ー ス 論 知 識 体 系 用 紙 ( Ａ ３ )   （ 図 １ ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
①  Ｄ Ｂ ア ク セ ス ま で の ソ フ ト ウ ェ ア 体 系  
②  デ ジ タ ル 表 現 ・ 文 字 コ ー ド  
⑧  ⑦  ⑨  
⑤  ④  ⑥  
②  ①  ③  
図１　データベース論知識体系用紙（Ａ３）
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図２　知識体系図の事例
システム論応用事始め
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さて、次にネットワーク組織論についても
記述しておきたい。
（2）ネットワーク組織論知識体系と教育法
　ネットワーク組織論も「狭義」のシス
テム論教育の応用としてＡ３用紙を使っ
てデータベース論同様の展開をした。こ
ちらもまず、体系の項目概要を記述して
おく。
①ネットの基本
道路網と交通、みんなの家のネット接続
②ネットワークとは（1）
生命組織（神経の仕組み）との対比
③ネットワークとは（2）
ネットワークトポロジー、通信エンジニ
アの仕事、通信路インフラ
④ネットワークの情報処理
郵便配達との対比、パケット、情報量
⑤ネットワークの規約（1）
プロトコル、ルータ、動的ルーティング
⑥ネットワークの規約（2）
ＯＳＩ、ＴＣＰ / ＩＰ、ＳＭＴＰ
⑦インターネットを支える技術（1）
モデム、ＡＤＳＬ、ＦＴＴＨ、ハンドオー
バー、ＩＰＶ４、ＩＰＶ６
⑧インターネットを支える技術（2）
待ち行列理論、利便性と経済性
⑨ネットワークの利用（1）
無線ＬＡＮ、ホットスポット、ＣＤＮ、
ストリーミング、クローラ
⑩ネットワークの利用（2）
オンデマンド、パーソナルサーチ、ペー
ジランク
⑪ネットワークのセキュリティー管理（1）
ウィルス、なりすまし、ボット、クラッ
ク、フィッシング詐欺
⑫ネットワークのセキュリティー管理（2）
フィルタリング、デジタル署名、暗号化、
公開鍵暗号方式、ＳＳＬ
⑬ネットワークの最新動向について（1）
ソーシャルエンジニアリング、ゼロデイ、
ハニーポット
⑭ネットワークの最新動向について（2）
ネットインフラの進化、ネットコンテン
ツの進化、利用形態の進化
⑮ネットワークの未来
　筆者の教育応用は、データベースの時
と同様、このネットワーク組織論知識体
系を、ほぼ毎週の各１時限終了間際 15
分程度で「知識体系図作成のための二次
元表」（Ａ３用紙）の平面の一部に授業
で得た知識の象徴である一部を指定して
記述させていくことでまとめ上げていく
ことである。あとはデータベース論と同
様であるので説明を省略し、ネットワー
ク組織論知識体系用紙を図３として示
し、その平面内枠取りの枠内各部分の項
目については説明を掲載しておく。
① ネットワーククライアント実装（我が家）
② ネットワークの基本、神経組織
③ ＯＳＩ７レイヤ
④ ウィルス・セキュリティー
⑤ セキュリティー対策の進化、暗号
⑥ 待ち行列の理論、配信者側論理
⑦ ネットワーク配信の高度化（ＣＤＮ他）
⑧ ネットインフラその他の進化
⑨ ネットワーク利用形態の進化、クラウド
データベース論同様、①から⑨まで授業の
図３　ネットワーク組織論知識体系用紙（Ａ３）
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ウ ィ ル ス 、 な り す ま し 、 ボ ッ ト 、 ク ラ ッ
ク 、 フ ィ ッ シ ン グ 詐 欺  
⑫ ネ ッ ト ワ ー ク の セ キ ュ リ テ ィ ー 管 理 ( 2 )  
フ ィ ル タ リ ン グ 、デ ジ タ ル 署 名 、暗 号 化 、
公 開 鍵 暗 号 方 式 、 Ｓ Ｓ Ｌ  
 ⑬ ネ ッ ト ワ ー ク の 最 新 動 向 に つ い て ( 1 )  
  ソ ー シ ャ ル エ ン ジ ニ ア リ ン グ 、ゼ ロ デ イ 、
ハ ニ ー ポ ッ ト  
 ⑭ ネ ッ ト ワ ー ク の 最 新 動 向 に つ い て ( 2 )  
  ネ ッ ト イ ン フ ラ の 進 化 、 ネ ッ ト コ ン テ ン
ツ の 進 化 、 利 用 形 態 の 進 化  
  
 ⑮ ネ ッ ト ワ ー ク の 未 来  
 
 
筆 者 の 教 育 応 用 は 、 デ ー タ ベ ー ス の 時 と 同
様 、  
こ の ネ ッ ト ワ ー ク 組 織 知 識 体 系 を 、 ほ ぼ 毎
週 の 各 １ 時 限 終 了 間 際 1 5 分 程 度 で 「 知 識 体 系
図 作 成 の た め の 二 次 元 表 」 （ Ａ ３ 用 紙 ） の 平
面 の 一 部 に 授 業 で 得 た 知 識 の 象 徴 で あ る 一 部
を 指 定 し て 記 述 さ せ て い く こ と で ま と め 上 げ
て い く こ と で あ る 。 あ と は デ ー タ ベ ー ス 論 と
同 様 で あ る の で 説 明 を 省 略 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク
組 織 論 知 識 体 系 用 紙 を 図 ３ と し て 示 し 、 そ の
平 面 内 枠 取 り の 枠 内 各 部 分 の 項 目 に つ い て は
説 明 を 掲 載 し て お く 。  
 
ネ ッ ト ワ ー ク 組 織 論 知 識 体 系 用 紙 ( Ａ ３ )   （ 図 ３ ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①  ネ ッ ト ワ ー ク ク ラ イ ア ン ト 実 装 ( 我 が 家 )  
②  ネ ッ ト ワ ー ク の 基 本 、 神 経 組 織  
⑦  ⑥  ⑨  
④  ③  ⑤  
②  ①  ⑧  
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図４　知識体系図の事例
システム論応用事始め
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順番であり、受講生が整理した知識体系図の
事例１名分を図４として揚げておく。ネット
ワークは実際見えにくい実態であるので、で
きるだけ授業は映像で見せるなど具体的なイ
メージで理解できるよう用意している。効果
はデータベース論同様に表れてはいる。
ここまでは筆者が佐野短期大学で担当して
いる授業にまつわること、即ち、「狭義」の「シ
ステム論」及び学科内担当科目２科目での教
育上の応用について語ってきた。
次はこの狭い範囲からちょっとはみ出てみ
ようと思う。
４．システム論的考え方で「iPad」選択
この題名でいったい何のことを言いたいの
だと思われてしまうと思うが、最近のスマー
トフォンブームで筆者が経験した「最新情報
機器の購入検討」に際し、とったシステム論
的対応を述べてみたい。一旦その経緯（物語
と言った方がふさわしいかもしれない）をし
た後でシステム論的に説明をする。
日本で「iPhone」がソフトバンクより発売
されて以来、マッキントッシュというパソコ
ンとそのＯＳのメーカーであり一般には今ほ
ど知られていなかった「アップル社」の名が
一気に一般の人たちに知られるようになっ
た。ついでに「スティーブ・ジョブズ」とい
うカリスマＣＥＯも大変有名になった。筆者
は技術屋であった彼が、創業したアップル社
を、経営の方を任そうと雇った「経営の専門
家」から追い出され、「Ｎｅｘｔ」という更
なる新世代機を模索していた時代の彼を懐か
しく思い出す。その後、経営のおかしくなっ
たアップル社から再び呼び戻され、次々と新
機・新営業システムを開拓して今日のアップ
ル社を繁栄させてきた。さてそんな「スティー
ブ・ジョブズ」がつくった「iTunes」が、ハー
ドは造っているものの今の日本にはない大変
大きな営業システムである。日本は「ものづ
くり」に誇りを持ち、宮大工を見ればわかる
ように、古くから今日に通ずる立派な耐震建
築すら生み出してきている。各スマートフォ
ンメーカーはこの日本の「ものつくり」の自
信から、そこを制すれば「iPhone」を超えら
れるとすら考えたであろうが、やはり「ス
ティーブン・ジョブズ」を超えることはでき
なかった。スマートフォンの徹底したデザイ
ンもさることながら「iPhone」にまつわる競
争はハードだけではなかったのだ。「iTunes」
という正にグローバルなマーケットを創って
しまったのだ。即ちハードだけでない、それ
が組み込まれた「システム」が大変重要なコ
ンピテンシーとなっているのである。ここに
日本のメーカーにはなしえない、嘗てのソ
ニーの社長だった井出氏をして「ソニーで
iTunes のような事業ができなかったのが悔し
い」と言わしめた、突出した才能の持ち主「ス
ティーブン・ジョブズ」ならではのなしえた
ものであった。即ち、システム論的な構築の
直感がいかに大切かということを筆者は言い
たいのである。これから、この事に関連し、
筆者が iPad を購入した小さな出来事の経過
をお話ししたい。筆者は平成 22 年末に
iPhone の購入を考えた。時代の先端の小道具
である iPhone は情報技術関係を専門とする
筆者にとってはそれを所持し活用することが
一つの義務であるかとも思えたわけである。
それまで筆者は docomo の携帯を夫婦２人２
台で使用していた。さて当時筆者が携帯で
使っていた機能にお財布携帯機能がある。電
子マネー（ワオン・ＩＤ・Ｅｄｙ・nanaco）
アプリケーションが携帯に仕掛けられてい
た。実はこれを iPhone に移すことができな
かった。お財布機能が iPhone には付けられ
なかった。そこで筆者は当時 iPhone 同様の
スマートフォンにしようと頑張ろうとしてい
てしかもお財布携帯機能をいれるとの情報を
得たシャープ製の docomo スマートフォン
LYNX3DSH-03C に目をつけ、これを購入し
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ようと筆者地元のdocomo販売店に出向いた。
しかし、対応した説明員が現状を知らず窓口
の奥に引っ込んではこちらの希望機能の現状
を調べ、結局「今お財布機能はまだ付けられ
ません」との返事だった。いつ付けられるの
かと問うと 23 年１月だとのことでそこでは
購入をあきらめたが、更に１月になっても一
部の機能しか使えず他は２月になるなどと筆
者の希望はかなえられなかった。当時例えば
iPhone でも擬似的にお財布携帯にすることは
できた。iPhone がスッポリ入るケースに
Suica カードが一緒に入れられるようになっ
ているものが売られていたのである。しかし、
筆者は前述したいくつもの電子マネーを携帯
で利用しており、その枚数のカードを取り換
えて入れて使いこなすなどというばかばかし
いことはしたくなかった。さて次にこれらの
機能のことではなく、購入したとしてのラン
ニングコストを検討してみた。すると
docomo スマートフォンへ移行すると携帯よ
り 5000 円ほど１か月のランニングコストが
高くなることが分かった。ここで筆者はもっ
とシステム論的に自分のＩＣＴ生活全体を考
えてみることにした。即ち、１機器の選択だ
けを考えるのではなく、先端的機器の選択＋
従来使用機能の継続＋ランニングコストの３
点一括のシステム論的選択である。本当に小
さなことではあるが一応システム論的対応が
必要である。ランニングコストについては言
うまでもなくできるだけ費用を抑えることで
あり、従来使用機能についてはお財布携帯の
機能と電話機能とメール機能を使い続けるこ
とである。そして先端的機器の選択は iPhone
に代表されていたスマートフォン機能を使用
希望ということである。この３つを一括して
最も良い方向に決着させたいとの検討をし
た。そのとき実は筆者の最も気になっていた
のが、その１年前に入院手術した時に入院し
ながらの職場とのコミュニケーションのため
の手段であった。この場合、パソコンでのイ
ンターネット使用が手段なのだが、簡易にス
マートフォンでできるではないかと考えてい
たことである。だからスマートフォンを買い
たかったわけである。ここで、筆者が目を付
けたのが iPad であった。iPad はハードウェ
アの中身を考えると iPhone とさほど変わる
わけではなく、iPhone のアプリケーションが
ほぼそのまま利用できる。ただ変わるのは
iPhone のディスプレーのサイズが約 10 イン
チに大きくなり、バッテリーの容量が５倍近
く増えたというだけの違いである。デメリッ
トは通話機能がないということだけである。
逆にこうも考えられる。iPhone は電話として
は使いやすいサイズだが、筆者にとっては、
それ以外のことには小さすぎて使いづらい面
の方が多いとも考えられる。筆者はもう若者
ではなく小さな文字を読み続けるのがつら
い。iPad なら画面の解像度が iPhone の５倍
近くに拡大されており、パソコン同様に、筆
者の目には十分な解像度である。そして
iPhone 同様に指先によるタッチパッドとして
使用でき、iPhone の使用感覚も味わえる。す
なわち、パソコンよりもシンプルな使用感覚
である。文字サイズの拡大等も全く問題ない。
持ち運びは軽量なパソコンと同じであり、
ネット接続も iPhone と同じキャリアで安い。
更に電子書籍としての先端的機器機能が使え
る。毎月のランニングコストは筆者の希望条
件契約で 2000 円ちょっとであることが分
かった。それなら先端的機器の選択は iPad
にして、お財布携帯機能の継続はこれまで通
り docomo の携帯を使っていればよい。もち
ろん通話機能もこちらでやればよい。筆者に
とって iPad の持ち運びは通常使用のカバン
に入れて全く問題ない。筆者は現在この「先
端的機器の選択＋従来使用機能の継続＋ラン
ニングコスト」の３点一括のシステム論的選
択をして、iPad と docomo 携帯（FOMA）を
持ち歩いて使用している。このように考える
と、システム論的検討が大事であり、必ずし
システム論応用事始め
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も先端的１機器選択が個人にぴったり合って
いるとは言えない。個人のその時点でのシス
テム論的選択が最適であろう。ほんの小さな
出来事であったが、この選択を「スティーブ・
ジョブズ」も賛成してくれるであろう。ただ
ちょっと付け加えておくことがある。iPad は
それ単独でパソコンと同じというわけにはい
かない。まずパソコンに接続して使用開始と
なるし、マルチメディアデータ（音楽・写真・
映像）はパソコンとの連携が必要になる。即
ち iPad があればパソコンはいらないとはな
らないのであり、要注意である。しかし、アッ
プルのシステム方針としてウィルスが侵入し
にくい方式があるため、副次パソコンとして
の役目を担わせてもよい。
５．システム論応用意識事始め
前章の第４章で筆者が述べた、言わば「物
語」は、ほんの小さな出来事の中にシステム
論の応用をしていたことの記録である。携帯
に変えて iPhone を買いたかったのであるが、
携帯の使用を継続したまま、なおかつ iPad
を購入することとしたシステム論的検討経過
の物語であった。こんなことから様々な筆者
の学内外の仕事の経過を振り返ってみると、
どうもいつもこのシステム論的な検討が筆者
の頭の中でなされていたかに見える。そこで、
これからは筆者のいくつかの学内外の仕事へ
の無意識な対応を敢えて意識的にとらえ直し
てみようと思う。もしかするとその意識化が
より良い提案や問題解決のための新たなノー
ハウを生み出すかもしれない。今回はその手
始めとして小さな物語からの「公式化」をやっ
てみようと思う。
筆者が前章で物語的に述べた事を普遍的な
システム論の公式化をしてみると、次のよう
になる。
　
「新しいこと＋古いこと＋コスト」の
統合的意識化のシステム論
この「公式化」については極めて単純化し
てあり、その説明をかみ砕いて後述しなけれ
ばならないが、まずは、
「戦略的意志（Strategic will）が発現した時
の戦術的具現化（Tactical embodiment）」のシ
ステム論的方法論としての公式
と言っておきたい。公式が数学的な意味で等
号の両辺に何かを置かないと気がすまない人
にはスキーマと言っておこう。一般の人には
公式と言った方が直感しやすいのではない
か。
さて、新しい意志が沸き起こったときにそ
れを実現しようとすると、様々な障害に出く
わして、それらを克服していかないとならな
くなることが多いが、その克服のために何ら
かの戦術を練っていかなければならなくな
る。そして、意志にかかわる様々な周辺事実
に気づくことになる。即ち、それまで意識し
ていなかったことを意識しなければならなく
なる。そして意識したことを様々な中間子で
繋いでいき、うまく繋ぎ終わろうとする時、
具現化の兆しがようやく見えてくる。こうし
た流れになって問題が解決に向かうことにな
るのだ。このように「戦略と戦術」の流れを
持ち込んでくると、一般生活者の「暮らしの
一分メモ」に過ぎないかもしれないこの公式
（またはスキーマ）が、やや真剣な経営論に
なってくる。
さて、公式の説明をすることにする。
「新しいこと」とは「Ｗｉｌｌ」である。
いろいろなことをするとき、この「Ｗｉｌｌ」
がそうさせている。さて、筆者の経験のよう
に新しいものを買いたいという意志を持った
とき、それを只々買いたいで直ぐ買ってしま
うことを衝動買いというが、衝動買いをして
しまい、浪費癖を持っている人は、その時い
つもこの「新しいこと」しか眼中にない人で
ある。あと２つ即ち「古いこと」「コスト」
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が眼中になく、したがってこの公式を持って
いないことになる。以下簡単な表現にするた
めにこの表現をＮＯＣ公式（またはスキーマ）
とする。新しいこと（ＮＥＷ）、古いこと（Ｏ
ＬＤ）、コスト（ＣＯＳＴ）の英語頭文字を
つないだ表現である。
このＮＯＣ公式をいつも頭に入れておけば
衝動買いはしなくて済む。衝動買いをし、浪
費癖のある人は是非ＮＯＣ公式を学んでほし
い。ノーベル賞受賞者のワンガリ・マータイ
さんが国際的に広めてくれた日本の言葉
「もったいない」は、このＮＯＣ公式を象徴
するような言葉として捕えると、一般生活者
にとってのより深い意義を持つこととなる。
一方「コスト」だけを考えて他の２つを考え
ないと意志の欠如したマネー資本主義者に
なってしまい、本当の問題の意味を忘れてし
まいかねない。この意味では、今日、理念経
済論学者の内橋克人氏が提唱する「ＦＥＣ自
給圏」の考え方は、正にこの「コスト」の真
の意味を提唱するもので、もうすでに評論家
というより、真の新経済学論者と言えると思
う。今回は「事始め」であるので、このこと
についてはとりあえず記載しておき次回から
の詳述としたい。
さて、「古いこと」のみにこだわる人は言
うまでもなく時代から取り残された「陳腐化」
に見舞われる。この場合、次の一手が打てな
くなってしまう人が多い。時がたてばたつほ
ど古きに固執してしまう人である。そういう
人は定性的な問題に固執してしまい量的な問
題を忘れていることが多い。実は、そういう
意味ではＮＯＣ公式は定量的な検討が入った
ものと言えるのである。例えば 10 のうち新
しいものを６古いものを４にすると考えただ
けで解決してしまう物事も決して少なくはな
い。前述した衝動買いをする人も実は定性的
なことだけに目が行ってしまいがちな人とも
いえる。さて本拙論も定性的になりすぎる前
に今回の論述を終えておきたい。
６．システム論応用の今後
　この今回のシステム論応用の、いわば意識
化論の最後に、筆者が平成 23 年度に経験さ
せていただいた「佐野市政策審議会会長」の
役目 4）について言及しておきたい。筆者は
この会議において、いくつかの広義のシステ
ム論を念頭に置きながら議長の役目をやらせ
ていただいた。そのいくつかの広義のシステ
ム論とは、「オートポイエーシス論」、「ガイ
アの理論」、「ダイアコプティクス論」、「エン
トロピー論」、といったものである。これら
のシステム論を念頭に置きながら采配させて
いただいて会議をまとめることができたもの
であるが、もちろんその内容を説明しながら
会議を進めたということでは全くない。会議
中の様々な問題点が生じるとき、そして各委
員からのご指摘がそれぞれもっともなことで
あるにもかかわらず、対立する主張としてコ
ンフリクトを生じてしまうとき、筆者の脳裏
に浮かんだのはその各々のご意見を判断する
各々に対応したシステム論であった。筆者は、
後日にそれらを広義のシステム論応用として
論文にて振り返ることを予定しておきたい。
こんな「市の審議会会長」なる役目をやった
筆者に対して、最初の「狭義のシステム論」
を読んだ方々は「あなたの本当の専門はいっ
たい何なの」と問いかけたくなるに違いない。
13 年間小山高専で非常勤として物理学・応
用物理学の授業を担当していた筆者からする
と、筆者の専門としては物理的システム論と
なるだろうし、それ以前にＪＲ東日本の総合
経営情報システムの５サブシステムのうち 1
サブシステムで基本設計からサブリーダをさ
せていただいたシステムエンジニア即ち技術
屋としての経験からすると、情報システム論
が専門となるだろうが、筆者はそこからもは
み出してしまった。いや、自分に与えられた
仕事の遂行のために、はみ出さざるを得なく
なってしまったのである。そしてむしろこれ
からは、担当科目としての「狭義」のシステ
システム論応用事始め
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ム論の授業を担当しながらではあるが、「広
義のシステム論」を深め、その幅広い応用に
踏み出していきたい。そして様々な分野に踏
み込んで応用の可能性を追求していきたい。
７．東日本大震災に寄せて
　以上のような本拙論で述べた方向でシステ
ム論応用を考えていくうちに、筆者は様々な
問題をできるだけ肯定的に展開していくこと
の大切さに気付かされることとなった。シス
テムアドミニストレータ国家試験教育を佐野
短期大学での専任としての最初の仕事として
から、その合格者を出すことが筆者の短大で
の教育の目的となっていったが、平成 23 年
３月 11 日の大震災を経て浮かび上がった
様々な事柄に接し、今後は狭義のシステム論
から飛び出ることも必要だとの考えに至っ
た。内橋克人氏の「ＦＥＣ自給圏」のシステ
ム論は、萎みがちな地方地域に実に肯定的な
示唆を与えており、筆者拙論寄稿の意欲の元
となった。内橋氏は東北が本当の復興なら良
いが、復興事業と称してマネー資本主義の犠
牲になって一人一人の生活が踏みにじられる
ような愚に陥らないかと危惧しておられる。
しかし、東北の人々は強い。震災被災者の避
難に際する賢い行動は筆者の教育活動の見直
しにもつながった。また、本拙論の論述の方
法としては、システム論なるものが、もとも
と広義の理論として存在し成り立つものであ
るから、定義から演繹的に論ずる公理として
説明することもできるが、初めに公理ありき
の演繹理論では考えたくなかった。そうして
しまうと最初に正しい定義の用意が必要にな
り、現実問題から出てくるものとの２つの視
点が拮抗してしまい、意図に反したハング
アップが起ってしまいかねない状態に陥るか
らである。もともと筆者はこれまでの拙論に
おいて基準をメーカーサイドではなくユー
ザーサイドに置き、ユーザーの主体性が大事
であることを主張し 1）、今はそれが普通に受
け入れられている。それを更に強調したかっ
たのである。主体性をなくし、他者追随に甘
んじることばかりしていると、いつしか本当
の自分・本当のシステム・本当の命を忘れて
しまいかねない。重箱の隅をつついてゴミと
判定し、本体を捨ててしまうより、隅が壊れ
た重箱をゴミ箱から拾って新たな生命として
復活させることができればこんな素晴らしい
ことはない。政治も経済も表面では否定的な
ことばかりが言われる今、いささかでも肯定
できるものがあれば、それを、命を吹き返す
きっかけにできないだろうかと、大震災後の
地域の取り組みにエールを送りたいのは筆者
ばかりではないに違いない。釜石の小学生全
員が津波に流されず助かったのは、演繹的な
教育からではなく、かつて襲われた経験から
の帰納的教育によって培うことのできた小学
生各自の「主体性」によるものであった。震
災以降「絆」という言葉がよく使われるよう
になった。しかし、この言葉は個々の「主体
性」をしっかりと持った個人の存在を前提と
して使われるべき言葉である。釜石の小学生
たちは家族ともどもお互いが別々に行動して
いたにもかかわらず、お互いを避難のために
行動ができると信じてそれぞれ避難先に逃げ
ていたのである。離れていても家族ともども
本当の「絆」でつながれていた。「主体性」
と「絆」はベクトルと座標のようなものであ
る。存在として両方が必要である。筆者は研
究室で３月 11 日の地震に見舞われ、直後に
テレビで津波が陸地に広がっていく様子を目
の当たりにして以来、被災地で忍耐を強いら
れ涙を流しながらも様々に肯定的で前向きな
活動を試行し、そして援助を受けながらも自
らも人のためにできることを見つけていく、
そんな姿にこちらが叱咤激励されてきた。大
震災の被災者の皆様にお見舞い申し上げます
と同時に、その行動で日本全体に及ぼしてい
る頑張り心に感謝申し上げたい。
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８．まとめ
　本年「狭義」のシステム論とシステム演習
を受講してくれた学生は３名と少なかった。
ＩＴパスポートの国家試験合格を前提にして
いるため、これに挑戦しようとする学生が少
なくなってきたものである。残念ながらこの
傾向は続くだろうと思う。しかし、「広義」
のシステム論もこれから先の世界を考えると
学生への講義は役に立つのではないかと思
う。何とか「広義」のシステム論への移行が
できないか考えたい。今後「広義」のシステ
ム論教育の場を与えていただければ幸いであ
る。
　さて今後は広義のシステム論を更に深く見
つめるとともに、より具体的なレベルで応用
範囲を見回してみたい。本拙論に対する諸氏
のご意見を賜ることができましたら幸いであ
る。
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